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岡
山
醫
學
會
彙
報

岡
山
醫
學
會
通
常
會

岡
山
醫
學
會
通
常
會
は
大
正
十

一
年
十
二
月
二
十

一
日
午
後
三

時
十
分
よ
り
岡
山
署
科
大
學
生
理
學
教
室
に
於
て
開
會
す
藤
田
學

長
開
會
を
報
じ
直
ち
に
左
の
演
説
に
移
る

第

一
席
　
脚
氣
経
過
中

ニ
コ
ル
サ
コ
フ
氏
精
神
病
楼
症
状
ヲ

起
セ
ル
患
者
供
覽醫

學
博
士
　
金

子

廉

次

郎

君

著
者
は
脚
氣

に

コ
ル
サ

コ
フ
氏
精
神
症
候
群
の
併
登
す

る
こ
と

あ
る
は
今
村
博
士

に
よ
る
も
明
な

る
が
其
報
告
例
の
極
め
て
稀
な

る
こ
ご
を
述

べ
其
實
驗
せ
る

一
例
に
就

て
既
往
症
竝
に
現
症
を
説

。き
特
に
本
例

に
於

て
「
ア
ド

レ
ナ

リ
ン
」
注
射

に
よ
り
亢
進
す

る
著

明
な
る
反
射
性
全
身
震
顫
運
動

の
存
在
す

る
を
珍
奇

な
り
と
し
之

を
供
覽

せ
り
。

(
自
抄
)

第
二
席
　
家
兎

ニ
於
ケ
ル
腹
腔
妊
娠
　
標
本
供
覽

菅

野

大

作

君

岡
山
醫
學
會
彙
報

第
三
席
　
肺
臟
ノ
血
管
運
動
神
經

ニ
就
テ

西

九

和

義

君

君
の
演
説
は
追
て
本
誌
原
著
欄
に
掲
載
す
べ
し
。

第
四
席
　
蛙
ノ
臟
器
ノ
毛
細
管
血
行
供
覽

林

香

苗

君

從
來

の
如
く
透
射
光
線
に
よ
ら
ず
、
落
射
光
線

に
よ
り
て
比
較

的
簡
單

に
不
透
明
な

る
蛙
の
臟
器
(
腎
、
胃
、
筋
等

)
の
毛
細
管
血

行
を
觀
察
す

る
法
を
供
覽
せ
り
。

(
自
抄
)

第
五
席
　

「
ラ
ヂ
ウ

ム
」
ノ
「
デ

モ
ン
ス
ト
ラ
チ
オ
ン
」

醫
學
博
士
　
安

藤

書

一

君

今
囘
岡
山
醫
科
大
學
附
屬
醫
院

に
於
て
購
入
し
た
る

「
ラ
ヂ
ウ

ム
」
(
三
十
「
ミ
リ
」
瓦
)
を
供
覽
せ
ら
れ
た
り
。

右
終
り
て
午
後
五
時
十
分
閉
會

せ
り
。

役

員

會

大
正
十

一
年
十
二
月
十
四
日
午
後

二
時
よ
り
岡
山
醫
科
大
學
に

於
て
役
員
會
を
開
き
左
の
事
項
を
可
決
せ
り

一
、
本
會
第
三
十
四
囘
總
會
を
大
正
十
二
年
二
月
二
十
四
、

二

十
五
の
兩
日
岡
山
醫
科
大
學
講
堂
に
於
て
開
會
す

八
二
三
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一
、
第

二
日
午
後
六
時
半

よ
り
懇
親
會
を
開
く

こ
と

右
終
り
て
午
後
三
時
散
會
す
。

當

日
の
出
席
者
は
藤
田
會
長
、

石
本
、
戸
田
、
河
田
、
加
藤
、

田
村
、
中
川
、
八
木
田
、
藤
原
、

赤
澤
、
淺
羽
、
齋
藤
、
白
坂
の

各
評
議
員

な
り
。

原
著

紹

介

　
八
二
四


